
高齢者分野 高齢社会を生きる（教科書 P60～）

人生80年、私たちもいつか必ず高齢期を迎える。

高齢者になるとはどのようなことだろうか。高齢者になることで心配なこと、私たちに期待されて
いることはどのようなことだろうか。

これからの高齢化社会を生きる者として、高齢者も私たちも、誰もが共に充実した毎日をおく
ることができる社会の在り方を考えよう。

共生分野 共に生き、共に支える（教科書 P72～）

人は一人では生きられない。私たちは支え合いながら生活している。

この章では、私たちが社会で支え合っている仕組みを学んだうえで、これからの社会にどのよう
なシステムが必要か考えていこう。
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高齢者

・高齢期を理解する

　ＱＯＬ（クオリティ　オブ　ライフ）

　経済的、物質的な豊かさだけでなく、

生活、心身、生命などあらゆる面での

満足感や幸福感などの精神的な豊かさ

も含む概念。

　その人がその人らしく、心身ともに

充実した生活ができているかどうかが

大切です。

い

高齢者

・高齢期を理解する

高齢者人口割合とは総人口に占める

65歳以上人口の割合である。

日本の高齢者人口は28.4％(2019年9月）

超高齢社会である。

65～74歳　前期高齢者

75歳以上　後期高齢者

と分類する。

な



高齢者

・これからの高齢社会

　「老老介護」

家族の中で高齢者が高齢者を介護すること。

高齢者夫婦の間や、高齢に達した子が

さらに高齢の親を介護する場合などがある。

　介護離職

　介護疲れ

　高齢者虐待

　などの問題が増えている。

ひ

高齢者，共生

・社会保障

　公的年金制度

国民年金は20歳上60歳未満の全ての者が

加入する公的年金制度からの給付である。

保険料は定額、給付は加入期間が

25年以上の人のみで、給付額は

加入月数に比例する。

に



共生

地域の防災力を高めよう

自然災害から自分や家族、地域の人の

生命や健康を守り、できるだけ被害を

少なくするためにできることを、「自助」

「共助」「公助」の面から考えよう。

ハザードマップとは、自然災害が発生した場合の
被害を予測して、被災想定地域や被害の範囲、避
難場所や避難経路などを地図上に表示したもので
す。
自然災害による被害を軽減したり、防災対策に活
用したりするために、各地域で、災害ごとに作成さ
れています。

ほ

共生

共生社会を目指して

　年齢や障がいなどの特性にかかわらず

誰もが普通（ノーマル）に暮らせる共生

社会を目指すことが、「ノーマライゼーション」

の理念である。

　♦「ユニバーサルデザイン」とは

　高齢者や障がいのある人だけでなく、

全ての人が使いやすいことを目指して

設計されたもの。

ゆ


